
ため池の
活かし⽅

〇 第1回 協議会 意⾒と反映の⽅向性について（⼀案）

1

・基本理念設定の基となる、協議会で⽰した現状認識に⼤きな齟齬はなかった。
・第1回協議会でいただいた意⾒を踏まえると、本計画には次の①〜⑤のような要素反映が必要と考えられる。
・基本理念設定の基となる、協議会で⽰した現状認識に⼤きな齟齬はなかった。
・第1回協議会でいただいた意⾒を踏まえると、本計画には次の①〜⑤のような要素反映が必要と考えられる。

● ため池をキーワードに

流域マネジメント視点
での評価

持っている機能の
確認・共有

“活かす施設” の選択
（施設の統合・再配置）

ため池を管理する
農業従事者の⾼齢化

① ⼤阪狭⼭市のオリジナリティがある計画① ⼤阪狭⼭市のオリジナリティがある計画 ② 上位計画でも実効性がある計画② 上位計画でも実効性がある計画

市域活動全体の基盤である
⾃治会・地区会

豪⾬時のため池決壊事例
⾃然環境の変化

安易な廃⽌判断
が⽣じる可能性

円卓会議による
清掃活動

⽔辺の美観保持

地元での⽔辺状態の把握

にぎわい創出の基盤

⼤阪狭⼭市を
特徴付ける⽔関連要素

狭⼭池まつり実⾏委員会
による清掃活動

ため池が「厄介者」と
位置付けられる可能性

“活かす施設” は
「市・市⺠の資産」と明確化

【その他】︓アンケートの扱い⽅

● 具体施策を念頭に

⑤ ⽔道事業ほか、市以外が実施する関連事業の⽅向性にも⾔及した計画

全世代へのリーチ
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進捗評価への活⽤

計画の中で、ため池の価値について定義

連続性・関連性・多様な効果がある施策を 連携して実施

親⽔機能
⼈々が集う機能

治⽔機能
防⽕機能相 反

ため池の
⽀え⽅

治⽔機能を
期待するなら
費⽤を含めた
公関与も検討

官⺠協働による
「⽔」を超えた
価値の創出

③ 市⺠の活動が評価・尊重される計画③ 市⺠の活動が評価・尊重される計画

⽔辺環境の
持続的マネジメント

⽔辺環境の
持続的マネジメント

統合型
治⽔システムの確⽴

統合型
治⽔システムの確⽴

⼦どもや⾮農業従事者への教育・啓発の推進

④ 次世代への継承を念頭に置いた計画④ 次世代への継承を念頭に置いた計画

取組内容の進捗評価プロセスを設定

※1 狭い意味での⽔循環・地域内での⽔保全にも直結
※2 シンボルとしての狭⼭池の賑わいづくりも強く意識
※3 流域治⽔の考え⽅を含むものとして想定
※4 例えば、教育・⽂化啓発イベントがにぎわい創出につながり、

⽔循環の持続性に寄与するなどの複合的効果を想定
※5 制度⾯からの次世代継承・持続性確保を意識
※6 下流域への貢献などの視点も加味

※2

※2
※3

※4

将来の変化も⾒据えた、存廃判断の考え⽅を計画内に位置付け

※1

※5

など など

※6


